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財政と社会保障 名前

問1 税金には、納税の義務を負う「納税者」と、実際に税を金銭的に負担する「担税者」という考え方があります。このうち、消費者が商品を購入
する際に支払い、事業者が本人に代わって国や地方自治体に納める税金のように、納税者と担税者が異なる仕組みを何と呼びますか。 （2026年

山口県公立入試 類似）

1. 間接税 2. 累進課税 3. 所得税 4. 直接税

問2 日本の租税制度において、所得の多い少ないにかかわらず一律の税率が課される消費税は、所得の低い人ほど所得に占める税金の割合が高くな
るという性質を持っています。このような消費税の性質を何と呼びますか。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 逆進性 2. 比例負担 3. 垂直的公平 4. 累進性

問3 国の財政において、税収だけでは歳出をまかないきれない場合に行われる対応について述べた文として、最も適切なものを1つ選びなさい。
（2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 歳入の不足分を補うため、民間企
業が国に対して無償で社債を提供す
る。

2. 国が債券を発行して、家計や企業
などから資金を借り入れる。

3. 地方公共団体が国の歳入不足を全
額補填するために地方債を発行する
。

4. 日本銀行が民間企業の株式をすべ
て買い取り、その利益を歳入に充て
る。

問4 社会保障給付と所得の関係を示した資料において、所得額が50万円未満の世帯が年間約300万円相当の給付を受けているのに対し、所得額が10
00万円以上の世帯への給付は約50万円にとどまっているという状況が見られます。このように、政府が所得の多い層から多くの税を集め、それ
を社会保障給付などの形で所得の低い層へ提供する機能の名称として、最も適切なものはどれですか。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 資源の効率的な配分 2. 景気の自動安定装置 3. 公共財の提供 4. 所得の再分配

問5 ある従業員の1か月分の給与明細において、基本給などの総支給額から差し引かれる項目には、所得税や住民税などの「税金」と、病気や高齢、
失業などのリスクに備えるための「社会保険料」が含まれます。日本の社会保険制度において、給与から徴収される社会保険料の組み合わせと
して適切なものはどれですか。 （2022年 香川県公立入試 類似）

1. 所得税・厚生年金保険料・雇用保
険料

2. 健康保険料・厚生年金保険料・雇
用保険料

3. 所得税・住民税・健康保険料 4. 住民税・健康保険料・介護保険料

問6 日本の社会保障制度における「公衆衛生」の具体的な活動内容として、最も適切な取り組みはどれですか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 労働者が失業した際や、病気・怪
我で働けなくなった際に、あらかじ
め徴収した保険料から給付を行う。

2. 高齢者や身体に障がいのある人々
が社会生活を送れるよう、デイサー
ビスなどの介護支援を行う。

3. 感染症の拡大を防ぐための検疫や
、安全な飲料水を供給するための水
道整備を行う。

4. 経済的に困窮している世帯に対し
、生活保護法に基づいて最低限度の
生活費を支給する。

問7 国の財政において、国が発行する国債と、都道府県や市区町村などの地方自治体が発行する地方債を合わせた「国や地方の借金」の総称を何と
いいますか。 （2023年 和歌山県公立入試 類似）

1. 間接税 2. 財政投融資 3. 公債 4. 直接税

問8 所得税や法人税のように納税者と税負担者が同一である「直接税」と、消費税のようにそれらが異なる「間接税」の割合を直間比率と呼びます
。2004年と2024年の日本の税収構成を比較した資料によると、消費税の額が顕著に増加する一方で、所得税と法人税の合計が主要三税の総額
に占める割合は相対的に低下しています。この状況から読み取れる直間比率の変化として正しい説明を選んでください。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. 直接税と間接税がどちらも大幅に
減少したため、税収の総額が著しく
減少した。

2. 税収構成において直接税の占める
割合が高まり、間接税の占める割合
が低下した。

3. 直接税と間接税がどちらも同じ額
だけ増加したため、直間比率は変化
していない。

4. 税収構成において間接税の占める
割合が高まり、直接税の占める割合
が低下した。

問9 社会保障制度の一角を担う「公衆衛生」の具体的な役割として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 沖縄県公立入試 類似）

1. 国民が病気や高齢になった場合に
備えて、あらかじめ保険料を出し合
い、必要な給付を行う。

2. 高齢者や障がい者、児童などが安
心して暮らせるよう、施設への入所
や介護サービスを提供する。

3. 憲法第25条の生存権に基づき、生
活に困窮する人々に対して最低限度
の生活を保障する。

4. 感染症の流行を防ぐための対策や
、安全な水道水の供給、ゴミなどの
廃棄物処理を行う。

問10 総務省の「家計調査」などで用いられる指標のうち、家計の消費支出の総額に対して食料費が占める割合を示す名称として正しいものはどれか
。 （2026年 鳥取県公立入試 類似）

1. ジニ係数 2. 所得倍増計画 3. 消費者物価指数 4. エンゲル係数

問11 間接税の特徴についての説明として、最も適切なものを1つ選びなさい。 （2022年 宮崎県公立入試 類似）

1. 所得が高くなるにつれて、課され
る税率が高くなる仕組みになってい
る。

2. 税金を納める義務のある人と、実
際に税金を負担する人が一致してい
る。

3. 国ではなく、居住している都道府
県や市町村に直接納める税金である
。

4. 税金を納める義務のある人と、実
際に税金を負担する人が異なってい
る。

問12 日本の所得税などで採用されている、所得が多くなるにつれて段階的に高い税率を適用する仕組みを何といいますか。この仕組みは、人々の間
の所得格差を縮小する役割を担っています。 （2025年 宮城県公立入試 類似）

1. 比例税率制度 2. 固定資産課税 3. 累進課税制度 4. 逆進課税制度

問13 日本の財政において、歳出が税収を上回り続ける「財政赤字」の状態が続くと、どのような現象が起こりますか。その仕組みと結果について正
しく説明しているものを選びなさい。 （2016年 高知県公立入試 類似）

1. 税収が不足すると自動的に通貨供
給量が増えるため、国債を発行する
ことなく財政の均衡が保たれる。

2. 財政赤字が続くと国債の価格が上
昇し続けるため、国の資産が増えて
財政状況はむしろ改善する。

3. 不足する財源を補うために国債の
発行が繰り返され、国債残高が累積
して将来の利払い負担が増大する。

4. 国債を発行しても、その返済はす
べて発行した年度の税収で賄われる
ため、残高が翌年以降に残ることは
ない。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

間接税
税を納めるべき法律上の義務者（納税者）と、その税を経済的に負担する者（担税者）が分離
している税制を間接税といいます。これに対し、所得税や法人税のように納税者と担税者が同
一である税制を直接税と呼び、両者は混同されやすいため注意が必要です。

問2 答え 1
逆進性

消費税は商品やサービスの購入に対して一律の税率が適用されます。生活に不可欠な支出は所
得が低くても一定程度必要であるため、結果として所得に対する税負担の比率は、高所得者よ
りも低所得者の方が大きくなります。この現象は、所得が高くなるほど税率が上がる「累進性
」とは逆の性質であるため、このように呼ばれます。

問3 答え 2
国が債券を発行して、家計や企業などから資
金を借り入れる。

歳出に対して税収などの歳入が不足する場合、国は債券を発行して家計や企業などから借金を
することで不足分を補います。地方公共団体が国の不足分を補填したり、企業が無償で社債を
提供したりすることはありません。

問4 答え 4
所得の再分配

市場経済に任せていると、どうしても個人の能力や環境によって所得の格差が広がってしまい
ます。そのため、政府は累進課税によって高所得者から多くの税金を集め、それを年金・医療
・介護などの社会保障給付として所得の低い層へ重点的に分配することで、格差を是正し社会
の安定を図っています。この仕組みを所得の再分配と呼びます。

問5 答え 2
健康保険料・厚生年金保険料・雇用保険料

日本の社会保険には、医療に備える健康保険、老後などに備える厚生年金（公的年金）、失業
に備える雇用保険、介護が必要な状態に備える介護保険、仕事中のけがに備える労働者災害補
償保険（労災保険）の5種類があります。給与明細から差し引かれる際、所得税や住民税は「
税金」であり、社会保険料とは区別されます。社会保険料は労働者と事業主が負担し合うこと
で、将来の生活上の不安を軽減する仕組みとなっています。

問6 答え 3
感染症の拡大を防ぐための検疫や、安全な飲
料水を供給するための水道整備を行う。

公衆衛生は、人々の健康を維持するために「生活環境の質を向上させる」ことに重点を置いて
います。選択肢のうち、生活費の支給は「公的扶助」、介護支援は「社会福祉」、保険料によ
る給付は「社会保険」に該当します。公衆衛生は、個人の直接的な救済よりも、社会全体が健
康で安全に暮らせる基盤を作る役割を担っています。

問7 答え 3
公債

国が発行する債券である「国債」と、地方公共団体が発行する「地方債」を合わせて「公債」
と呼びます。これらはいずれも、税収などで足りない財源を補うために発行される借金です。
現在の日本では、この公債の残高が国内総生産（GDP）の2倍を超える高い水準にあり、国の
財政の健全化が急務とされています。

問8 答え 4
税収構成において間接税の占める割合が高ま
り、直接税の占める割合が低下した。

2004年から2024年にかけての日本の税収推移では、消費税（間接税）の増税や対象の拡大に
より、その税収額が大きく伸びています。これに対して、所得税や法人税（直接税）の占める
相対的な割合が低下したため、日本の税収構造は「間接税重視」の方向へ変化してきました。
このような比率の変化を、直接税と間接税の頭文字をとって直間比率の変化と呼びます。

問9 答え 4
感染症の流行を防ぐための対策や、安全な水
道水の供給、ゴミなどの廃棄物処理を行う。

公衆衛生は、社会全体で健康を管理する仕組みです。これには予防接種や母子保健、食品衛生
の監視、さらには下水道の整備や廃棄物処理といった公衆便益を目的とした活動が広く含まれ
ます。選択肢にある「保険料の出し合い」は社会保険、「生活に困窮する人々への保障」は生
活保護、「施設や介護サービスの提供」は社会福祉の説明です。

問1
0

答え 4
エンゲル係数

家計の全支出のうち、生きるために不可欠な食料費がどの程度の重みを持っているかを数値化
したものである。一般に、生活水準が向上し所得が増えると、食料費以外の支出（教養娯楽費
など）に回す余裕ができるため、この値は低下する傾向にある。しかし、近年の日本では共働
き世帯の増加による外食や惣菜（中食）の利用増、物価の上昇などによって、かつての傾向と
は異なる動きを見せることもある。

問1
1

答え 4
税金を納める義務のある人と、実際に税金を
負担する人が異なっている。

間接税は、税金を納める義務のある人（納税者）と、実際に税金を負担する人（担税者）が異
なっている税金のことです。納める人と負担する人が一致する税金は直接税と呼ばれます。

問1
2

答え 3
累進課税制度

所得の高い層に重い税負担を求め、所得の低い層の負担を軽くする仕組みです。これにより、
納税後の所得の格差を縮小させ、社会全体で所得を再分配する効果を持たせています。消費税
のように所得に関わらず一定の税率が適用される制度は、低所得者ほど所得に対する税負担率
が重くなる「逆進性」という課題がありますが、所得税はこの逆進性を緩和する役割も果たし
ています。

問1
3

答え 3
不足する財源を補うために国債の発行が繰り
返され、国債残高が累積して将来の利払い負
担が増大する。

国が予算を組む際、税収だけでは歳出を賄えない場合に、不足分を補うために発行されるのが
国債です。国債はあくまで「国の借金」であり、利子をつけて返済する必要があります。財政
赤字が慢性化して毎年国債を発行し続けると、過去に借りた分の返済が終わる前に新しい借金
を重ねることになり、国債残高が累積していきます。これにより、将来の予算において借金の
返済（元利払い）にあてる費用が増大し、他の教育や福祉などに使える予算を圧迫する原因と
なります。


